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企画展 浮世絵に描かれた富士山展

　2013年６月22日にカ
ンボジアのプノンペンで
開かれたユネスコが主催
している世界遺産委員会

で「富士山」（山梨、静岡両県）と「三保の松原」が
世界文化遺産に登録することが決まりました。
　日本で最も美しく高い山の富士山は円錐形をした独
立峰でその姿は日本国内のみならず海外まで広く知ら
れています。春夏秋冬や時刻や見る方角により変化す
る情景の美しさは有史以来変わらぬ景観です。
　富士山はいまから千年以上前に書かれた『万葉集』
や『竹取物語』などの和歌、物語、伝説や絵画など
様々な素材に挙げられてきました。また古くから山岳
信仰の対象として畏敬の念を抱かれていました。そし
て平和を謳歌した江戸時代になると江戸のどの場所か
らも見ることが出来る富士山は親しまれる対象にな
り、浮世絵にも葛飾北斎の「冨嶽三十六景」や『富嶽
百景』、歌川広重の「不二三十六景」や「富士三十六
景」などに描かれています。今日でも日本各地で富士
山を見ることが出来る場所には富士見坂、富士見町、
富士見台などの名前が付けられ、高層ビル群の隙間か
ら富士山を見ることが出来ます。
　今回紹介する作品は二代目歌川豊国が描いた「名勝
八景　冨士暮雪　下仙元従宮中宿全図」（大判　版
元：伊勢屋利兵衛）二代豊国が描いた数少ない風景画
で近江八景に擬えて「夜雨、晴嵐、帰帆、晩鐘、落
雁、夕照、暮雪、秋月」で制作されています。
　図は宿坊から見た富士山本宮浅間神社の全景と背景
には鋭角に聳え、山肌が荒々しい富士山が描かれてい
ます。社殿には菅笠に白装束の道者達がお参りをする

ところでしょう。江戸時代後期には「江戸八百八講　
講中八万人」と言われるほど多くの富士講の信者がい
ました。
　本展では世界文化遺産となる富士山を描いた江戸中
期以降から昭和初めに制作した作品を展示いたしま
す。信仰や鑑賞の対象となった富士山を鑑賞してくだ
さい。

　　　　　馬頭広重美術館長　市川信也　

【会　　　期】　７月５日（金）～８月４日（日）
【休　館　日】　月曜日、　祝日の翌日
【開 館 時 間】　午前９時30分より午後５時まで
　　　　　　　（但し入館は午後４時30分まで）

【入　館　料】　大　　　人　　500円（450円）
　　　　　　　高・大学生　　300円（270円）

※（ ）は２０名以上の団体料金。
※70歳以上、中学生以下は無料。
※障害者手帳をお持ちの方・付き添い１名は半額
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平成24年度　那珂川町観光写真コンテスト 受賞作品
入選「休日のヤナ場」杉本靜さん（片平）
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